
令 和 ６ 年 度

重要要望書





令和６年度 重要要望項目一覧

● 介護サービス事業所における人材確保について ‥‥‥１
１ 介護人材の発掘について

２ 外国人人材の受入れについて

● 子育て環境の充実について ‥‥‥２
１ 福井県子ども医療費助成事業の拡充について

２ 保育士の配置基準の見直しについて

● 国民健康保険財政の安定化について ‥‥‥４
１ 国民健康保険財政の安定化について

● 雪対策の強化について ‥‥‥５
１ 除雪体制の充実について

● 中部縦貫自動車道の早期完成・開通について ‥‥‥６
１ 中部縦貫自動車道の早期完成・開通について

● 主要地方道篠尾勝山線の交通不能区間解消について ‥‥‥７
１ 主要地方道篠尾勝山線の交通不能区間解消について

● 都市機能充実に向けた基盤整備について ‥‥‥８
１ 国道・県道等の整備について

２ 砂防事業の推進について

３ 河川の伐木及び浚渫について

４ 防災・安全交付金（公園施設長寿命化対策支援事業・道路関係事業）の予算

確保について

● 景観形成事業に関する支援について ‥‥‥１５
１ 県補助事業の創設について

● 大規模建築物の代執行による解体への財政支援について ‥‥‥１６
１ 大規模建築物の代執行による解体への財政支援について



● 農業の振興について ‥‥‥１７
１ 農業者の離農抑制に対する支援について

２ 災害発生時の農業用ハウスの復旧にかかる助成制度の補助率について

３ 鳥獣害対策の支援充実について

● 林業の振興について ‥‥‥１９
１ 森林環境譲与税の譲与基準について

２ 高性能林業機械の導入における補助率について

３ 木質バイオマス発電用燃料供給拡大支援事業の制度継続及び単価設定

について

● 観光の振興について ‥‥‥２０
１ スノーリゾートへの支援について

２ 高速交通網の整備に伴う二次交通の充実にかかる支援について

３ 平泉寺三十三年御開帳記念賑わい創出事業等への支援について

● 公共交通体系の充実・強化について ‥‥‥２１
１ えちぜん鉄道の安定的な経営継続のための財政支援について

● 脱炭素社会の実現に向けた取組支援について ‥‥‥２２
１ 脱炭素社会実現のための財政支援について
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〔健康福祉部・産業労働部〕

介護サービス事業所における人材確保について

介護分野の人材確保のため、令和６年度に向けた県予算編成にあ

たり、下記の事項について、特段のご配慮をお願い申し上げます。

記

１ 介護人材の発掘について

（１）公共職業訓練における介護職員初任者研修について、継

続的に開催すること。

（２）人手不足業就職チャレンジ応援事業を継続すること。

２ 外国人人材の受入れについて

受入事業者が負担する教育費用や生活環境整備にかかる経済

的負担軽減のため、諸費用について補助制度を創設すること。
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〔健康福祉部〕

子育て環境の充実について

子育て世帯の経済的負担の軽減及び子育て環境の充実を図るため、

令和６年度に向けた県予算編成にあたり、下記の事項について、特

段のご配慮をお願い申し上げます。

記

１ 福井県子ども医療費助成事業の拡充について

中学校３年生までとされている医療費の助成対象を１８歳に

到達する年度末まで拡大すること。

２ 保育士の配置基準の見直しについて

国が今後、実施を想定している保育士の配置基準の見直しに

ついて、早期の実現に向け、県においても強く要望するととも

に、見直しに合わせ、県独自の処遇改善を行うなど新たな財政

支援策を講じること。
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【勝山市における医療費助成決算額の推移】

【令和４年度医療費助成決算額の内訳】

区分 決算額 うち県補助金 うち一般財源

就学前 23,361 千円 11,680 千円 11,680 千円

小１～小３ 10,791 千円 4,349 千円 6,443 千円

小４～小６ 9,900 千円 4,061 千円 5,840 千円

中学生 10,540 千円 4,519 千円 6,020 千円

高校生 11,065 千円 11,065 千円

合計 65,657 千円 24,609 千円 41,048 千円

（千円）
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〔健康福祉部〕

国民健康保険財政の安定化について

平成３０年４月から都道府県単位による国民健康保険事業の運営

が進められていますが、少子高齢化等により、国民健康保険制度が

抱える構造的な問題は、今後一層深刻度を増すものと考えられます。

つきましては、下記の事項について、特段のご配慮をお願い申し

上げます。

記

１ 国庫負担割合の引き上げについて

安定的な国保財政基盤の確立に向け、国が責任を持って財政

支援策を行うよう、国庫負担割合の引き上げを国に強く要望し

ていただきたい。

２ 子どもに係る均等割保険税軽減の対象拡大について

子育て支援の観点から、令和４年度から開始された未就学児

均等割保険税の軽減について、更なる対象範囲拡大を国に要望

していただきたい。

３ 保険料水準の統一について

財政運営都道府県単位化の趣旨の深化を図るため、保険料水

準の統一に向けた取組を進めていただきたい。

保険料水準の統一にあたり、段階的に医療費水準を納付金算

定に反映させないことになるが、そのためには県内の各市町村

の医療費水準がある程度平準化することが重要であることか

ら、県内全体の医療費適正化を図る取組を推進していただきた

い。

また、保健事業の共同実施など、市町村が担う事務の効率化、

広域化の推進に向けた取組を推進していただきたい。
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〔土木部〕

雪対策の強化について

大雪時における市民の安全、日常生活、経済活動等を維持するた

め、幹線道路及び生活道路の円滑な交通を確保し、除雪体制のさら

なる強化を図る必要があります。

つきましては、令和６年度に向けた県予算編成にあたり、下記の

事項について、特段のご配慮をお願い申し上げます。

記

１ 除雪体制の充実について

(1) 通学路における歩道除雪実施基準（積雪深：２０ｃｍ）を、

当市の基準（積雪深：１０ｃｍ）に合わせること。

(2) 通学路において通学時間帯までに歩道の除雪に務めること。

(3) 除雪運転手の高齢化及び減少が進む中、人材育成及び人件費

を保証する制度の確立について、国に対し強く働きかけること。

(4) 除雪車の自動運転など新技術の導入に向けた研究開発を促進

すること。

(5) 市道の除雪費及び豪雪被害対策に要する経費に係る財政措置

を拡充するとともに、雪寒指定道路以外であっても除雪経費に

係る財政措置について、国に対し強く働きかけること。
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〔土木部〕

中部縦貫自動車道の早期完成・開通について

中部縦貫自動車道は、福井県の東の玄関口として、中京圏及び関

西圏並びに関東圏との広域的交流及び地域連携の強化並びに産業の

活性化に極めて重要な路線であるため、令和６年度に向けた県予算

編成にあたり、下記の事項について、特段のご配慮をお願い申し上

げます。

記

１ 中部縦貫自動車道の早期完成・開通について

令和８年春に予定されている九頭竜ＩＣ～油坂出入口(仮称)

間の一日も早い開通について、国に対し強く働きかけること。
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〔土木部〕

主要地方道篠尾勝山線の交通不能区間解消について

主要地方道篠尾勝山線は、一乗谷朝倉氏遺跡と国史跡白山平泉寺

旧境内を結びつける観光ルートとして重要な役割を果たすことが期

待されています。

このことから、令和６年度に向けた県予算編成にあたり、下記の

事項について、特段のご配慮をお願い申し上げます。

記

１ 主要地方道篠尾勝山線の交通不能区間解消について

主要地方道篠尾勝山線（福井市皿谷町～勝山市鹿谷町北西俣

区間）の交通不能区間を解消するため、早期の整備を行うこと。

【主要地方道篠尾勝山線（交通不能区間解消）】



8

〔土木部〕

都市機能充実に向けた基盤整備について

利便性の高い交通網、安全・安心な住環境等、社会基盤を整備す

るため、令和６年度に向けた県予算編成にあたり、下記の事項につ

いて、特段のご配慮をお願い申し上げます。

記

１ 国道・県道等の整備について

引き続き国道・県道等の整備を推進すること。

(1) 一般国道４１６号改良促進（野向町横倉）

(2) 主要地方道篠尾勝山線歩道整備（鹿谷町本郷）

(3) 一般県道藤巻下荒井線歩道整備（遅羽町比島～鹿谷町保田間）

(4) 一般県道栃神谷鳴鹿森田線歩道整備（北郷町東野）
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【一般国道 416 号改良促進（野向町横倉）】

あまごの宿

新道～あまごの宿付近約 550ｍ区間の拡幅改良
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【主要地方道篠尾勝山線歩道整備（鹿谷町本郷）】

撮影方向：① 撮影方向：②

鹿谷小学校
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【一般県道藤巻下荒井線歩道整備（遅羽町比島～鹿谷町保田間）】

①

②

③

勝山市遅羽町比島～鹿谷町保田区間
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【一般県道栃神谷鳴鹿森田線（北郷町東野）】

改良済区間

未改良区間

北郷まちづくり会館

至 伊知地

至 新町

全幅員 W=9.70m
1.5m 8.2m

全幅員 W=4.60m
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２ 砂防事業の推進について

引き続き、砂防整備を推進すること。

(1) 砂防事業

上之垣内川（北郷町東野）

【砂防事業（上之垣内川）】

(H28~R2完了)

① 平成29年 8月 25日 大雨被害

土砂が流出した渓流の状況

② 平成29年 8月 25日 大雨被害

民家付近まで土砂流出
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３ 河川の伐木及び浚渫について

大型台風時及び洪水時の被害が懸念される一級河川について、

継続かつ計画的な伐木及び浚渫を行うこと。

(1) 伐木箇所

①鹿谷川（鹿谷町本郷ほか）

(2) 浚渫箇所

①皿川（荒土町堀名中清水～荒土町伊波）

②畝見川（北郷町東野）

③淀川（下高島～猪野）

④滝波川（荒土町新保～滝波町４丁目）

⑤鹿谷川（鹿谷町本郷）

⑥女神川（若猪野～平泉寺町大渡）

４ 防災・安全交付金（公園施設長寿命化対策支援事業・道路関係

事業）の予算確保について

(1) 勝山市公園施設長寿命化修繕計画に基づき実施される公園施

設の改築を行うための公園施設長寿命化対策支援事業について、

国に対し予算確保を強く働きかけること。

(2) 道路整備を着実に推進できるよう国に対し予算確保を強く働

きかけること。
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〔交流文化部〕

景観形成事業に関する支援について

当市では、勝山市景観計画に基づき、景観の保全、継承、形成に

取り組んでいます。

つきましては、地域らしい町並み景観を形成するため、令和６年

度に向けた県予算編成にあたり、下記の事項について、特段のご配

慮をお願い申し上げます。

記

１ 県補助事業の創設について

石積み及び石組等、地域の景観を特徴づける擁壁、外構の修

景・修復などを含めた景観形成に対する支援事業を創設するこ

と。
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〔土木部〕

大規模建築物の代執行による解体への財政支援について

当市においても、廃業（破産等含む）した事業者が所有していた

大規模建築物が、放置されていることで老朽化による外壁等の剥落

などの危険だけでなく、街なかにおける景観や賑わいを阻害してお

り、対応が困難な状況である。

ついては、大規模建築物の代執行による解体について、既存の枠

組みを超えた、財政支援に特段の配慮をお願いしたい。

記

１ 大規模建築物の代執行による解体への財政支援について

大規模建築物の代執行による解体について、県独自の財政支

援策を設けていただきたい。
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〔農林水産部・エネルギー環境部〕

農業の振興について

農業従事者の高齢化及び人口減少による後継者不足、耕作放棄地

の増加、鳥獣被害の拡大、米価の下落、肥料などの農業資材及び燃

料の高騰により、農業は大変厳しい環境におかれています。

離農を抑制し、農業を持続させるため、令和６年度に向けた県予

算編成にあたり、下記の事項について、特段のご配慮をお願い申し

上げます。

記

１ 農業者の離農抑制に対する支援について

長期化が予想される肥料、燃油、農業資材及び配合飼料等の

高騰に対し、継続的な支援策を講ずること。

２ 災害発生時の農業用ハウスの復旧にかかる助成制度の補助率に

ついて

水稲育苗ハウスの補助率を園芸ハウスの補助率と同率まで引

き上げること。

３ 鳥獣害対策の支援充実について

(1)有害鳥獣捕獲隊の人材を確保するため、狩猟免許更新にかかる

経費に対する補助制度を創設すること。

(2)鳥獣被害防止総合対策で設置した防護柵について、災害被害に

より破損を受けた場合の修繕に対する補助メニューの拡充を国

に求めるよう要望すること。
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【鳥獣害対策の状況】 （単位：千円）

【クマの出没、捕獲実績等】

【県内のサル捕獲実績】

＊勝山市の R4 年度捕獲実績は 5頭

区 分 Ｒ2年度 Ｒ3 年度 Ｒ4 年度 Ｒ5 年度

電気柵整備 2,410 3,143 1,106 945

金網策整備 17,540 11,419 38,199 27,488

大規模緩衝帯整備 2,599 1,056 1,848 0

檻購入、焼却等 4,065 4,977 4,000 3,965

合 計 26,614 20,595 45,153 32,398

区 分 Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 Ｒ元年度 Ｒ2年度 Ｒ3 年度 Ｒ4 年度

出没情報 8件 12 件 242 件 182 件 48 件 35 件

捕獲数 7 頭 10 頭 40 頭 20 頭 17 頭 7 頭

人身被害 0件 0 件 5 件 3 件 0 件 0 件

区 分 H29 年度 H30 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度

嶺北 41 頭 73 頭 141 頭 178 頭 130 頭 134 頭

嶺南 625 頭 604 頭 732 頭 720 頭 619 頭 614 頭
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〔農林水産部〕

林業の振興について

災害に強い森づくりを進め、森林所有者等が安心して、森林整備

及び木材生産活動に取り組むことができるよう、令和６年度に向け

た県予算編成にあたり、下記の事項について、特段のご配慮をお願

い申し上げます。

記

１ 森林環境譲与税の譲与基準について

森林整備等を円滑に実施するため、森林環境譲与税は人口割

合の配分方式を撤廃するとともに、公有林面積も算定対象とす

るよう国へ強く働きかけること。

２ 高性能林業機械の導入における補助率について

林業経営体が施業の生産性向上を図るため、高性能林業機械

の購入及びリースに対し、国からの支援だけではなく、県から

も支援を行い、補助率を引き上げること。

３ 木質バイオマス発電用燃料供給拡大支援事業の制度継続及び単

価設定について

健全な森林の育成に必要となる間伐材の搬出を促進するため、

支援事業の制度を継続するとともに、補助単価を令和元年度単

価と同程度に戻すこと。
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〔交流文化部・教育委員会〕

観光の振興について

観光誘客の中心を福井県立恐竜博物館に置き、市内の他の観光地

への周遊を促すため、令和６年度に向けた県予算編成にあたり、下

記の事項について、特段のご配慮をお願い申し上げます。

記

１ スノーリゾートへの支援について

大きな観光資源の一つであるスノーリゾートの利用促進と後

世へのスノースポーツの継承を図るため、スキーリフト券補助

や小中学校でのスキー教室の実施等への支援を行うこと。

２ 高速交通網の整備に伴う二次交通の充実にかかる支援について

北陸新幹線福井・敦賀開業による高速交通網の整備に伴い、

新たな観光客の流れに備え、二次交通の充実について市町と協

働して実現すること。

３ 平泉寺三十三年御開帳記念賑わい創出事業等への支援について

令和６年春の北陸新幹線県内延伸、令和８年の中部縦貫自動

車道県内全線開通など、参拝客や観光客の増加が期待されるこ

の時期にあわせ、県を代表する歴史･文化資源及び観光資源で

ある平泉寺の魅力アップの支援を行うこと。

(1)令和７年５月の御開帳にあわせた賑わい創出事業の充実。

(2)歴史･文化的価値を高めるための発掘調査･研究･展示等の充実。
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〔未来創造部〕

公共交通体系の充実・強化について

新型コロナウイルス感染症の影響が少なくなりつつありますが、

引き続き利用者は減少傾向にあり、さらに原油価格や電気料金の高

騰により、交通事業者の経営状況は改善の兆しがみられません。令

和６年春の北陸新幹線金沢・敦賀間の開業に向け、地域公共交通の

充実・強化が必要不可欠であると考えております。

つきましては、令和６年度に向けた県予算編成にあたり、下記の

事項について、特段のご配慮をお願い申し上げます。

記

１ えちぜん鉄道の安定的な経営継続のための財政支援について

経済情勢の変動等による減収、電気料金の高騰による運行経

費の増加等に対して、必要な財政支援を講ずること。
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〔エネルギー環境部〕

脱炭素社会の実現に向けた取組支援について

当市におきましても２０５０年までに二酸化炭素排出量を実質ゼ

ロとする「ゼロカーボンシティ」を目指すことを宣言しました。脱

炭素社会を実現するためには、住民に最も身近な立場である基礎自

治体が脱炭素社会を具体的な地域の姿として描き、その実現を図っ

ていく必要があると考えています。

現在、ゼロカーボンシティ実現に向けたロードマップを策定して

いく中で未来を見据え各種施策の実施・検討を行っているところで

すが、下記の事項について、特段のご配慮をお願い申し上げます。

記

１ 脱炭素社会実現のための財政支援について

地域の実情に応じた各種施策に対して、必要な財政支援を講

ずること。


